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校区・自治区公民館からのお知らせ募集!!

まちづくりまちづくり
令和５年２月吉日／直方市自治区公民館連合会 発行
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発行担当：自公連本部専門委員会・事務局（℡070-1990-4172）／発行協力：直方市役所 防災・地域安全課

みんなで「住んで良かったと思えるまちづくり」直方市自治区公民館連合会は”１チーム”！

直方市自治区公民館連合会自分たちの「まち」は
自分たちで守る! !

広
報

　令和５年１月13日（金）田代会長をはじめ直方市自治区公民館連合会の三役、専門委員会委員長で年初の挨

拶を兼ね大塚市長を表敬訪問しました。冒頭、田代会長から今年も新型コロナ禍の終息がみえないが、社会経

済活動は徐々に明るさを取り戻しつつある。人生百年時代を迎えるなか令和５年は卯年であり直方市において

も飛躍の年になるよう自治区公民館連合会は引き続き「持続可能なまちづくり」の実現に向けて行政と連携し

て地域課題の解決を図り市民生活の安定のため尽力したい。行政も引き続き市民を共感・共同・共創による安

心安全なまちづくりの実現を目指して頑張っていただくよう期待するとして年初の挨拶を行いました。

　大塚市長は初詣での人出が多く制限のない正月としてやっと解放された雰囲気であった。新型コロナ感染拡

大の第８波とインフルエンザの同時流行も懸念され健康への留意は緩められない。地域経済はずいぶんと傷ん

でおり今年も先行きが読めない部分がある。地域の発展には自公連は地域のパートナーとして協力いただいて

いる。市としても第８波が落ち着き次第、地域経済を立なおし、直方市が飛躍できるような実際の行動につな

げる努力をしたいと応じ、自公連の取り組みに対して謝辞がありました。

　その後、意見交換として仲野専門委員会委員長から、自公連主催の市長との意見交換会は非常に好評であっ

た。行政と地域が一体となって取り組んでいくことが大切として新年度も開催の予定である旨を伝えました。

　上川副会長は、市民に対するアンケート調査などの折には担当からの自公連の理事会などで自治区公民館の

役員に事前の説明をお願いできれば地域で簡単な問い合わせに答えることもできるとの意見が出され、市長も

関係部署へ指示したいと答えました。

　松尾副会長からは、天神橋の架け替えのような公共事業では用地買収で立ち退きをしなければならない方も

出てくるのでこのような方々の思いを真摯に受け止め落ち着いて解決できるような丁寧な対応をお願いしたい

と要望し、市長は、香原県議のご尽力によりハイスピードで事業が進められ感謝している。市も様々な部分で

関わっており丁寧な対応をしたいと応じました。

　岸田事務局長は、自治会加入の促進に関して、県内の4つの自治体を視察したが先進的な取り組みをしてい

る部分もあるし、組織体制も専任の部署がある。直方市の加入率は危機的状況であるが、防災・地域安全との

兼任部署であり、地域コミュニティの支援と自治会加入促進の専任体制を確立してほしいと強く要望し、年頭

の意見交換を終えました。

　福地校区公民館に続き、頓野公民館（令和４年10月28日）と新入小学校（令和
４年12月11日）でマイナンバーカード出張申請サポートを実施しました。
　どちらの会場も申請したくても市役所まで行くことが困難で申請できない70代
～80代の方や乳幼児の申請が特に多かったとのことでした。

マイナンバーカード出張申請サポートへの協力

直方市自治区公民館・直方市環境衛生連合会合同視察研修会
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　新型コロナウイルスの影響を受け、実施で

きていなかった合同視察研修会を３年ぶりに

実施することができました。今回は参加者24

名で岡垣町中央公民館へ行き、『岡垣町公民

館講座における高齢者教育「自分磨き」と

「社会貢献」』というテーマで約１時間研修

を受けました。

　また、研修会には岡垣町の教育長をはじめ、

岡垣町中央公民館運営審議委員（10名）の

方々も参加されました。なお、来年度の合同

視察研修会につきましては、直方市環境衛生

連合会が当番となり視察場所含めた調整を行

いますので一人でも多くの方にご参加いただ

きますようによろしくお願い申し上げます。

令和５年２月17日（金）令和５年２月17日（金）

今回は新入校区・植木校区のフットパスイベントと福地校区「いき

いきフェスタ」を別紙でご紹介しています。あなたの地域や校区の

イベントやお知らせを掲載してみませんか？

掲載スケジュールは、年３回（６月・11月・２月）です。

●お申し込み／自公連本部専門委員会・事務局（℡070-1990-4172）

回覧



理事会報告　令和４年12月９日(金) 13時～

直方市社会福祉協議会　－健全化に向けて－　本部専門委員会

田代会長あいさつ概要

　令和４年最後の理事会にご出席いただきまして誠に

ありがとうございます。

　さて、自公連では「自分たちの『まち』は自分たち

で創る」を合言葉に直方市と協働したまちづくりに取

り組んでおり、その取り組みの一環として市長と地域

が顔の見える形で意見交換できる場を設けてはどうか

と提案し、市長の考える今後のまちづくりについて話

を聴き、市民の立場から、まちづくりに関する身近な

提案を行うことを目的とした意見交換会を全ての校区

で開催が実現しました。

　また、香原勝司県議会議員（議会運営委員長）に

も、ゲストとしてご参加いただき、国・県・市の強い連

携が構築されていることをあらためて認識しました。

　他方、反省点も多々ございましたが、今後も継続す

ることに意義があろうかというふうに思っている次第

でございます。

　なお、社会福祉協議会の正常化・健全化につきまし

ては鋭意努力いたしましたけれども、新会長に代わり

ましてガバナンス体制の強化などについて運営の透明

化や健全化に逆行しているんではないかと思います。

今後も市社協の抜本的組織改革等を求める趣旨で設置

した当連合会の本部専門委員会を中心に協議を続けて

います。

注意!! ニセ電話詐欺の手口について

福岡県直方警察署 生活安全課　　　　

岸田 真一朗 課長(警部）

　直方市管内の犯罪は、皆様のご協力のお陰で平成14

年以降ずっと減少し続けています。ただし、今年は少

し増加傾向にあり、その要因は施錠していない自転車

の自転車盗が増えていることによります。自宅の施錠

も大切です。自転車にも必ず施錠するよう心掛けてい

ただきたいです。　　　

　今日の趣旨は、「ニセ電話詐欺の防止」で、筑豊地

区には、飯塚・田川・嘉麻・直方４つの警察署が配置

されていますが、残念ながら直方管内がワースト１、

ダントツで被害が多く、皆様にお願いします。

　福岡県警のキャッチフレーズは「電話でのお金は、

すべて詐欺！すぐに110番」を住民の皆さんに周知し

ていただきますようお願いいたします。また、「ニセ

電話気づかせ隊について」の周知につきましてもよろ

しくお願い致します。ニセ電話気づかせ隊に申し込ん

でいただけると年数回の被害実態や声掛けの着眼点等

を記載した情報誌「ニセ電話気づかせ隊通信」が送付

されます。申し込みに費用はかかりませんのでご協力

をよろしくお願い致します。

空き家実態調査及び意識調査結果報告について

直方市　都市計画課　永冨 彰 係長

　各校区における空き家の実態調査の協力に対するお

礼の言葉が述べられ、今回の実態調査により、市全体

の空き家数は1,433戸で、空き家率は5.9％との空き家

数及び空き家率の報告を受けました。また、報告の最

後に、空き家対策は、継続的に進めていく必要があ

り、地域で何かあれば、今後も情報提供をお願いしま

すと述べられました。

福岡県直方警察署 生活安全課  岸田 真一朗 課長(警部）

直方市 都市計画課　永冨 彰 係長

自公連　仲野本部専門委員長

直方市自治組織活動交付金について

直方市　防災・地域安全課　山際 進一 主査

　自公連から直方市へ『活動交付金』という名称で

あれば、各地域が活発に活動ができるように早期に

交付して欲しいとの強い要望を受け、防災・地域安

全課と文化・スポーツ推進課が協力し、今年度の直

方市自治組織活動交付金は11月１日に交付すること

ができました。来年度（令和５年度）は、各地域で

盆踊り等の行事が行われる８月までの交付を目標に

考えております。

　また、『活動交付金』の交付申請が役員の過度な

負担とならないように、予算書・決算書（会計監査

含む）・事業計画書・事業報告書等の書類作成など

の相談を受ける機会も実施しておりますが、まだま

だ周知ができていないことも想定されますので、周

知も含めまして皆様のご理解・ご協力をよろしくお

願い致します。

コミュニティ無線による
　子どもの見守り放送の実施について

直方市　防災・地域安全課　田中 大士 係長

　コミュニティ無線による子どもの見守り放送の実施

について、自公連田代英次会長並びに自公連三根広次

常任顧問（直方市議会教育民生委員長）より「コミュ

ニティ無線を活用して子どもの下校時間に合わせて防

犯対策に役立てたい。」とした要望を受けておりまし

たが、担当である防災・地域安全課と教育委員会にて

実施する方向で協議を進めておりました。 

　この度、大塚市長・秋吉副市長に説明を行い11月に

許可が下りましたので、12月１日から本市ホームぺー

ジ、令和５年１月号の市報のおがたに実施の説明を行

います。

　なお、実施の時期については、１月の本市ホーム

ページに掲載し周知の時間等を含め２月から開始した

いと考えています。

　令和３年６月、市社協における「法令違反」を、自

公連選出の評議員が指摘したことを契機として、市社

協の健全化を求める観点から、本部専門委員会は、自

公連選出の市社協理事や評議員と協議及び勉強会を進

めています。

　多額の市税が補助されている市社協職員は、言うな

れば準公務員と言っても過言ではありません。加え

て、理事、評議員も名誉職ではあってはならないと思

います。

　物言う者を排斥し、独断専行の組織運営は組織を疲

弊させ、結果、市民への福祉サービスの低下に繋がる

と危惧するところです。

　私共は、市社協健全化に関して、法律の専門家や直

方市役所担当部局と意見交換を重ねております。

　未熟な専門委員会ですが、これからも「異体同心」

で、早期に健全化が成就するよう頑張って参ります。

令和４年度 本部専門委員会 

『社協健全化に向けて』の会議等活動報告

本部専門委員会

正副会長及び本部専門委員合同会議

正副会長及び本部専門委員合同会議

正副会長及び本部専門委員合同会議

正副会長及び本部専門委員合同会議

正副会長及び本部専門委員合同会議

正副会長及び本部専門委員等合同会議

４月８日

６月24日

６月29日

９月21日

10月14日

11月11日

２月14日

令和４年

令和５年

会 議 開 催 日



植木

時間︓9:30～（9:00受付開始）
集合場所:川西公民館
参加費︓500円 定員︓30名
申込期限︓3月4日(土）終日
申込先︓Fax（0949-28-0696）又は
メール（takiti.kishida.mps@gmail.com ）
＜主催＞新入自治区公民館連合会 活性化企画部

新入

時間︓９:00～（８:45受付開始）
集合場所︓筑前植木駅
参加費︓500円 定員︓30名
申込期限︓3月19日(日）終日
申込先︓090-8666-3600（担当︓棟形）
＜主催・共催＞
植木校区自治公民館・筑前植木まちづくりの会

３/19 
（日）

３/26 
（日）

協賛︓北九州市立大学同窓会 チャレンジGOGO︕

同時期開催︕ 植木・新入
フットパスイベント

新入・植木校区版（広報まちづくり別刷り） 福地校区版（広報まちづくり別刷り）


